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昨年来､ 子どものいじめによる自殺の連鎖が社会

に大きな衝撃を与えておりますが､ 問題の背景には
現代社会の事象が複雑に絡み合っており､ 学校だけ
での取組には限界があるように思います｡
私たちを取り巻く社会環境が急激に変化する中で､
人々の生活様式や価値観も大きく変容し多様化して
きています｡ その変化は､ 子どもの成育環境にも大
きな影響を与えています｡ 家庭における児童虐待や
地域における声かけ事案の多発など､ 子どもを巻き
込む事件が後を絶ちませんが､ 学校においても､ い
じめや不登校問題など課題が山積しています｡ 家庭､
地域､ 学校…これまで安全と信じられてきた子ども
の居場所が次々と脅かされています｡ こうした事態
に､ 関係者がしっかりと連携しながら英知を結集し､
県民の負託に応えていきたいものです｡
さて､ 先頃秋田県の男鹿半島に伝わる国の重要無

形民族文化財 ｢なまはげ｣ を体験しました｡ 男鹿半
島の中程に位置する真山伝承館…民家風の茅葺き曲
がり屋で演じられるなまはげには､ 30人ばかりの観光
客が脇の板の間で開演を待ちます｡ 居間には囲炉裏
があり､ 神棚を背にした床座にはその屋の主人が二人
の孫守りをしながら座っています｡ 案内人から､ なま
はげの由来や見学の注意事項など一通りの説明が終
わると､ 主役の登場を前にした緊張感からか､ 辺りに
一瞬の静寂が戻ります｡ やがて戸外から何やら奇声を
発する物陰が近づいてきます｡ 鬼面とケラミノを身に
纏
まと

ったなまはげの登場です｡ なまはげは､ 出刃包丁を
片手に豪快に門踏みを行い大声を上げながら入ってき
ます｡ その形相は凄まじく､ 観客の度胆を抜くド迫

力でその場を圧倒し､ 一瞬にして凍らせてしまいます｡
｢親の言うこと聞がねえ悪い子はいねがあ～｣ と叫
びながら､ そこら中を叩いて廻ります｡ 観客の子ど
もたちが思わず泣き出すほどの迫力です｡ 主人は､
｢家の孫は良い孫だ～お手伝いもするし…｣ と言って､
形相鋭く迫るなまはげから逃れようと必死に縋

すが

る孫
たちを身を挺して守るのです｡
この伝統行事は､ 古くからこの地方では小正月に

行われてきたそうですが､ こうしてなまはげを体験
しながら育つ子どもたちは､ どのように成長してい
くのでしょうか｡ この世に怖いものの存在を知り､
家族や地域に守られて育つことを記憶に止めながら､
親に感謝し家庭や地域を大事にする意識が育まれる
のではないかと考えたのでした｡
ここには､ 私たちがこれまで生活の豊かさや便利

さを一途に追い求めて
きた結果として､ 遠い
昔に失ってきた人間社
会のあり様を垣間見る
思いがしてなりません
でした｡
その後､ なまはげは主
人から丁重な酒食のも
てなしを受け､ 最後に
｢ご馳走になった｡ まだ
来っかんなあ～良い子に
すんだぞ～｣ と叫びなが
ら､ 大手を振って満足
げに立ち去るのでした｡
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加害事故 被害事故 速度超過 合 計
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～自力で説明文を読む力の育成～
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～算数科の基礎･基本を身に付けるための分か
る授業づくり～
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～確かな読解力の高まりを実感しながら学ぶ
子どもの育成～
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～音楽の楽しさや美しさにあこがれ､ 互いのよさや違い
を認めながら､ 音楽的感性を磨き合う子どもの育成～���������� �� � � � ��� �� ����
～｢自分もよくて､ みんなもいい｣ 心通い合う
主体的な学級集団の育成～
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〈県北域内の応募状況〉 小学校…20点

国語 社会 算数 生活 音楽 図工 体育 道徳 特別
活動

学習
指導

学級
経営 計
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特別支援教育において､ きめ細かな指導計画のもと､ 適切
な指導にあたり､ 成果をあげている｡��������� �� � � �
キャリア教育の研究推進役として､ 体験活動を核にしなが
ら啓発､ 普及に貢献している｡��������� �� � � ���
国語科の授業改善や読書活動の充実を図りながら､ 学力の
向上に努めている｡��������� �� � � � �
全国トップレベルの合唱団を育て､ 県内高校音楽教育の発
展に多大な貢献をしている｡������� �� � � � �
スポーツマッサージ等の県内第一人者であり､ スポーツに
よるあん摩等の効果について研究を深めている｡����������� �� � � � �
保育所等の保護者や担任を対象とした特別支援教育事業を
積極的に推進している｡
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